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福山港の利用状況

鋼管原料岸壁（-5m～-16m・10B）
JFEスチール（株）の専用岸壁。原料となる鉄
鉱石、石炭、石灰石を取扱う。
＜H23実績＞鉄鉱石、石炭、石灰石他

輸出：211.1万トン、輸入：2,582.2万トン、
移出：107.7万トン、移入： 209.8万トン

鋼管製品岸壁第1バラス積出岸壁（-7m×1B）
鋼管製品岸壁1～13・22～24号バース（-5m～-7m・16B）
鋼管製品岸壁第1～5輸出バース（-11m～-13m・5B）
JFEスチール（株）の製品出荷岸壁。

＜H23実績＞鉄鋼、鋼材、砂利・砂
輸出：452.4万トン、移出：330.3万トン
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国際バルク貨物である鉄鉱石を輸入している福山港鋼管地区において船舶の大型化に対応するため、専用埠頭計画、水域施
設計画等の 部を変更する

計画変更内容

既定計画 今回計画

設計画等の一部を変更する。

鋼管原料岸壁Lバース
水深18m 延長390m

鋼管原料岸壁Aバース
水深18m 延長390m

鋼管原料岸壁Lバース
水深16m 延長315m

鋼管原料岸壁Aバース
水深16m 延長300m 予定港湾区域

鋼管原料岸壁Mバース
水深18m 延長390m

鋼管原料岸壁Mバース
水深16m 延長250m 航路・泊地

水深18m 107.0ha

泊地
水深18m 3 5ha水深18m 3.5ha

泊地
水深18m 6.4ha

福山港本航路

福山港本航路
水深16m 幅員350～500m

（350m既設）

水深16m 幅員500m
（350m既設）

水深18m 幅員300m
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〈凡例〉鉄鉱石輸入量：約1億2,900万トン（2011年）

鉄鉱石の我が国への輸入について

輸入量1,000万トン以上の港

輸入量 250万トン以上の港

＜国内の粗鋼生産量・シェア＞
国内生産量計：1億960万トン（2010年）

室蘭
その他

資料：Metal Bulletin資料及び日本鉄鋼連盟資料

を基に国土交通省港湾局作成 北海製鉄

新日鐵住金（室蘭）390万ト

室蘭
新日鐵住金

（旧新日鐵）

3610万トン

（33%）

新日鐵住金

（旧住友金属）

神戸製鋼所

760万トン

（ 7%）

2010万トン

（18%）

JFEスチール(東日本京浜地区)

新日鐵住金(名古屋)
新日鐵住金（室蘭）

三菱製鋼室蘭特殊鋼

新日鐵住金（和歌山）

日鉄住金鋼鉄和歌山

390万トン
JFEスチール

3270万トン

（30%）

（旧住友金属）

1310万トン

（12%）

鹿島

新日鐵住金(鹿島)

JFEスチール(東日本千葉地区)

JFEスチール(西日本福山地区)

JFEスチール(西日本倉敷地区)

神戸製鋼所(加古川)

福山

鹿島

名古屋

千葉

北九州
水島

川崎
東播磨

和歌山
下津

1,040万トン

新日鐵住金(君津)

新日鐵住金(小倉)

新日鐵住金(八幡)

600万トン

日新製鋼(呉)

呉

520万トン

木更津

1 540万トン

1,230
万トン

1,190万トン

新日鐵住金(君津)

新日鐵住金(大分)

新日鐵住金(八幡)

750万トン

730万トン

580万トン

1,460万トン

木更津

大分

1,450万トン
1,540万トン 万トン新日鐵住金(大分) 730万トン

図の港（全13港）で全国の輸入量の約100%を占める

＊図の 7港で全国の輸入量の約72％を占める ＊コンテナ貨物は除いている。
出典：「港湾統計（年報）2011」より国土交通省港湾局作成

, 万 ン

1,480万トン
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【福山港の概要】
○背後に日本有数の製鉄所を有しており 鉄鉱石の取扱量は年間約1 540万トン（全国１位：2011年）

鉄鉱石の安定的かつ安価な海上輸送網の形成

○背後に日本有数の製鉄所を有しており、鉄鉱石の取扱量は年間約1,540万トン（全国１位：2011年）。
○鉄鉱石はオーストラリア等から輸入しており、現在、水島港、川崎港、千葉港と２港寄り連携を実施している。
○将来は、福山港は呉港と連携することとなっており、連携方法、連携貨物量等の調整が今後の課題である。
○背後の製鉄所は、2011年には高炉改修を行い粗鋼生産能力を強化しており、今後とも安定的な粗鋼生産が見込まれる。

鉄鉱石輸入量：約1億2,900万トン（2011年）現在

平成23年5月に国際バルク戦略港湾を選定

将来 室蘭

390万トン

室蘭

「福山港・水島港」、「木更津港」

鹿島
千葉

輸入量 250万トン以上の港
輸入量1,000万トン以上の港
＜凡例＞

鹿島
千葉

福山
名古屋

千葉

北九州
水島

川崎
東播磨

和歌山下
津

1 540万トン

1,230
万トン

1,190万トン

1,040万トン

750万
トン

730万トン

580万
トン

呉

520万トン

1,460万トン

木更津
大分

600万トン

福山
名古屋

北九州

水島
川崎

東播磨
和歌山下
津

呉

大分

木更津
1,450万トン

1,540万トン

1,480万トン

出典：港湾統計（2011年）より国土交通省港湾局作成

３港の拠点を中心とした
全国輸送ネットワークを構築

大分
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○近年、バルク貨物船は大型化。鉄鋼石の輸送船舶は、ケープサイズ（10～20万トン程度）からVLOC（20万トン級以上）に大
型化が進んでいる

バルク貨物船の大型化

型化が進んでいる。
○福山港には、現在、ケープサイズよりも船幅が広く、浅い喫水でも大量の鉄鉱石の輸送が可能な瀬戸内マックスが投入さ
れているが、航路水深等の不足により減載での入港を行っており、満載での入港に対応した施設整備が求められている。

呼称
船型の例

穀鉄
鉱石

252隻

9,000隻
8,699隻

万 以上

隻

（船型：トン＊1）
船型の例

穀
物

鉱
石

石
炭

パナマックス

（船型：６～８万トン程度）

ポストパナマックス（仮称）

（船型：１０万トン程度）

全長２２５ｍ

＜７．４万トン級の例＞

満載喫水
12.7m

満載喫水

＜１２万トン級の例＞

必要岸壁水深
14m程度

必要岸壁水深
程度

＊2

瀬戸内マックス
（船型：20万DWT級）

満載喫水
18.2m

必要岸壁水深
20m

1,351隻

1,771隻200隻

252隻

7,000隻

8,000隻

7,782隻

8~20万DWT

8~20万DWT
20万DWT以上

20万DWT以上（船型：１０万トン程度）

ケープサイズ

（船型：１０～２０万トン程度）

VLOC〈Very Large Ore Carrier〉

全長２７０ｍ

全長２５０ｍ
15.2m

＜３３万トン級の例＞

＜１５万トン級の例＞

満載喫水
17.5m

17m程度

必要岸壁水深
19m程度

必要岸壁水深 満載喫水 瀬戸内マックスとケープサイズの船型比較

18.2m20m

1,519隻

1,435隻

1,479隻

364隻 440隻 508隻

654隻
36隻 47隻

47隻

68隻

5,000隻

6,000隻 5,556隻

4,806隻
4,696隻

4,636隻

8~20万DWT

20万DWT以上

8~20万DWT

20万DWT以上

8~20万DWT

20万DWT以上

6~8万DWT

6~8万DWT

6~8万DWT

5~6万DWT
5~6万DWT

8~20万DWT

20万DWT以上

（船型２０万トン以上）

全長３４０ｍ

必要岸壁水深
23m程度

満載喫水
21.1m

諸元
瀬戸内
マックス

ケープ
サイズ

DWT
208,000
DWT

175,000
DWT

瀬戸内 ックスとケ プサイズの船型比較

950隻
897隻 1 036隻 1 235隻

435隻
585隻

808隻 857隻

871隻 840隻
188隻 171隻

103隻 417隻

1,149隻
1,519隻

592隻 722隻 931隻

1,198隻
隻

3,000隻

4,000隻 6~8万DWT

5~6万DWT

4~5万DWT

3~4万DWT

6~8万DWT

5~6万DWT

4~5万DWT

3~4万DWT

6~8万DWT

4~5万DWT
5~6万DWT

3~4万DWT 3~4万DWT
3~4万DWT 3~4万DWT

4~5万DWT

4~5万DWT 4~5万DWT5~6万DWT
船長 300m 289m

船幅 50m 45m

704隻 596隻
493隻 462隻 500隻 430隻

1,367隻
1,238隻

1,133隻 1,098隻 1,240隻 1,173隻

897隻
783隻 802隻

1,036隻 1,235隻

隻

1,000隻

2,000隻

1~2万DWT

2~3万DWT

1~2万DWT

2~3万DWT

3 4万DWT

2~3万DWT

1~2万DWT

2~3万DWT 2~3万DWT 2~3万DWT

3 4万DWT

1~2万DWT 1~2万DWT 1~2万DWT

満載
喫水

18.2m 18.2m

出典：CLARKSON「The Bulk Carrier Register 2011」より国土交通省港湾局作成

船腹区分（DWT） 1～2万 2～3万 3～4万 4～5万 5～6万 6～8万 8～10万 10～12万 12～16万 16万以上
平均的喫水(m) 8.7 9.8 10.5 11.4 12.3 13.5 14.1 14.6 17.0 18.1

493隻 462隻 500隻 430隻隻

1990 1995 2000 2005 2010 2011

5＊1 単位は載貨重量トン（DWT）。
DWT（Dead Weight Tonnage） ： 貨物船に積載可能な貨物等の最大重量トン。主に貨物船の大きさを表す。

＊2 2014年完成予定の新パナマ運河に対応した船舶。



○福山港に通じる備讃瀬戸北航路（計画水深19m）を航行できる船舶の最大喫水は16.4m。
喫水16 4mで入港するには 福山港本航路の水深は18m必要であるため 今回 水域施設等を水深18mとして計画した

水域施設等を水深１８ｍの計画とする理由

喫水16.4mで入港するには、福山港本航路の水深は18m必要であるため、今回、水域施設等を水深18mとして計画した。

来島海峡
備讃瀬戸北航路
計画水深：19m
［航路幅：700m］

来島海峡は 計画水深 あり

［航路幅：700m］

備讃瀬戸北航路～福山港

来島海峡は、計画水深14mであり、

水深が不足しているため、西側（大
分側）からの対象船舶の入港は不
可能

航行可能喫水：19m÷1.15※1＝16.4m 計画航路水深：16.4m×1.1※2＝18.0m

【備讃瀬戸北航路（計画水深 19m）】 【福山港本航路】

現状の備讃瀬戸北航路を航行
できる最大の喫水は16.4m

18.0m19.0m

必要な航路水深（第一区分：対象船舶及び航行環境を特定できない場合）
※1 うねり等の波浪の影響が想定される港外等の航路 最大喫水×1.15
※2 うねり等の波浪の影響が想定されない港内等の航路 最大喫水×1.1

[港湾の施設の技術上の基準・同解説H19.7より] 6



確認の視点

確認事項
国としての確認の視点

確認事項
基本方針※

Ⅱ 港湾機能の拠点的な配置と能力の強化

３ バルク貨物等の輸送の拠点

バルク貨物等の輸送
の強化

３ バルク貨物等の輸送の拠点

特に、世界的な需要が増加し、かつ輸送船舶の大型化が進展している、穀物（とうもろこし、大豆）、鉄
鉱石、石炭の３品目について、「選択と集中」の考え方に基づき選定した「国際バルク戦略港湾」におい
ては、品目ごとの特性を勘案し、バルク貨物の輸入拠点が背後産業の立地と密接に結びついているこの強化 、品目 特性を勘案 、 ク貨物 輸入拠点 背後産業 密接 結 る
とや拠点の絞り込みによる物流効率化の効果を発揮するために産業立地の再配置や企業間連携の強
化等が必要になることに鑑み、「選択と集中」の合理性・実現可能性を十分精査した上で、今後の船舶
の大型化に対応した港湾機能の拠点的な確保に取り組むとともに、民の視点を取り込んだ効率
的な運営体制の確立、船舶の運航効率改善のための制限の緩和、港湾間や企業間の連携の促進
に取り組むに取り組む。

※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（平成23年9月15日施行）
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